
避
難
所
開
設
訓
練 

 

～
地
域
連
携
安
全
・
安
心
推
進
事
業 

  

10
月
29
日
（
金
）、
地
域
の
皆
様
と 

と
も
に
、
避
難
所
開
設
訓
練
を
行
い
ま 

し
た
。
台
風
の
影
響
で
、
米
代
川
が
増 

水
し
、
能
代
市
の
防
災
危
機
管
理
室
か 

ら
避
難
所
設
置
の
要
請
が
あ
っ
た
と
の 

想
定
で
実
施
し
、
避
難
所
開
設
と
避
難 

者
を
受
け
入
れ
る
手
順
を
確
認
す
る
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

毎
年
行
っ
て
い
る
訓
練
で
す
が
、
今 

年
か
ら
、
役
割
分
担
を
委
員
会
に
割
り 

当
て
ま
し
た
。
平
時
か
ら
委
員
会
の
仕 

事
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

有
事
に
は
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で 

き
る
こ
と
を
狙
い
と
し
ま
し
た
。 

 

地
域
の
方
々
に
は
、
発
電
機
や
投
光 

器
の
取
扱
、
受
付
の
手
順
に
つ
い
て
訓 

練
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

市
の
防
災
危
機
管
理
室
長
の
皆
川
さ 

 

ん
か
ら
は
、「
生
徒
の
動
き
が
大
変 

ス
ム
ー
ズ
で
あ
り
、
何
年
か
続
け
て 

こ
う
し
た
訓
練
を
行
っ
た
こ
と
に
よ 

り
、
防
災
に
対
す
る
生
徒
全
体
の
意 

識
が
向
上
し
て
い
る
。」
と
い
う
講 

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
よ 

く
問
題
に
な
り
ま
す
。
来
年
度
は
、 

仮
設
ト
イ
レ
の
テ
ン
ト
設
営
や
パ
ー 

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
も
行
え
れ 

ば
…
、
と
感
じ
ま
し
た
。 能代市立能代東中学校 
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働
く
こ
と
の
意
義
や
社
会
生
活 

の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
～
職
場
体
験 

  

10
月
28
日
（
木
）
に
職
場
体
験 

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
働
く
こ
と 

の
意
義
や
社
会
生
活
の
ル
ー
ル
を
学 

ぶ
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
市
内
25
の
事
業
所
の
ご 

協
力
の
下
、
有
意
義
な
体
験
を
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
深 

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

◇
ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所 

○
浅
場
畜
産
様 

○
㈱
鶴
形
そ
ば
製
造
加
工
様 

 

○
㈱
元
祖
檜
山
納
豆
様 

○
み
ょ
う
が
館
様 

 

○
能
代
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー
様 

 

○
Ｓ
Ｍ
Ｍ
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
様 

○
大
栄
木
工
様 

 

○
住
鉱
テ
ッ
ク
様 

○
松
橋
悟
様 

 

○
第
五
小
学
校
様 

○
東
能
代
幼
稚
園
様 

 

○
特
養
老
人
ホ
ー
ム
あ
お
ば
様 

 

○
特
養
老
人
ホ
ー
ム
し
の
の
め
様 

 

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
松
峰
園
様 

 

○
ツ
タ
ヤ
能
代
店
様 

○
能
代
市
立
図
書
館
様 

 

○
エ
ー
ス
自
動
車
販
売
様 

○
清
水
企
業
様 

 

○
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
秋
田
病
院
様 

○
赤
玉
薬
局
様 

○
高
齢
者
ハ
ウ
ス
松
峰
園
様 

 

○
ハ
ッ
ピ
ー
ド
ラ
ッ
グ
能
代
南
店
様 

○
た
け
く
ま
動
物
病
院
様 

 

○
ア
リ
ナ
ス
様 

○
ス
ズ
キ
ア
リ
ー
ナ
能
代
様 

 

住鉱テック 清水企業 

元祖檜山納豆 

東能代幼稚園 

スズキアリ

ーナ能代 



も
の
づ
く
り
の
喜
び
を
体
験 

「
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
」 

 

 

10
月
21
日(
木)

、
２
年
生
で
「
も
の 

づ
く
り
体
験
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託 

事
業
で
、
当
日
は
、
県
職
業
能
力
開
発
協 

会
か
ら
３
名
、
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ 

ー
の
皆
さ
ん
５
名
が
来
校
し
、
組
子
細 

工
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち 

田
村
マ
イ
ス
タ
ー
、
小
松
マ
イ
ス
タ
ー 

は
、
現
代
の
名
工
に
も
な
っ
て
い
る
方 

で
、「
一
流
の
人
に
触
れ
る
」
貴
重
な
機 

会
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

舘
山
虎
太
郎
さ
ん 

は
、「
難
し
そ
う
だ 

っ
た
が
、
パ
タ
ー
ン 

を
つ
か
ん
だ
ら
ど
ん 

ど
ん
つ
く
る
こ
と
が 

で
き
た
。
組
子
細
工 

は
面
白
い
。」
と
、
活
動
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
工
藤
心
春
さ
ん
は
「
小 

学
校
の
時
も
経
験
し
た
が
、
そ
れ
よ
り 

複
雑
だ
っ
た
。
自
分
は
細
か
い
作
業
が 

好
き
か
も
。」
と
感
想
を
述
べ
、
自
分
の 

適
性
に
つ
い
て
再
発
見
す
る
機
会
に
な 

っ
た
よ
う
で
し
た
。 

 
 朝

食
に
つ
い
て
考
え
る 

「
食
の
講
話
」
～
畠
山
栄
養
教
諭 

 

 

10
月
21
日(

木)

、
１
年
生
で
、「
朝 

食
に
つ
い
て
考
え
る
」
授
業
が
、
栄
養 

教
諭
・
畠
山
美
佳
子
先
生
を
お
迎
え
し 

て
、
教
育
実
習
生
の
新
堀
先
生
が
コ
ー 

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
形
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
１ 

年
生
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
毎
日
朝
食
を 

摂
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。 

 

授
業
は
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
、
汁
物 

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
い
る
か
、
と 

い
う
観
点
で
、
自
分
の
不
足
し
て
い
る 

栄
養
を
発
見
し
、
改
善
点
を
見
つ
け
る 

と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

「
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
か
」
に
つ
い
て 

郡
市
中
学
校(

２
年)

の
平
均
は
、
82
％ 

で
す
の
で
、
ほ
ぼ
全
員
が
食
べ
て
い
る 

本
校
１
年
生
は
、
非
常
に
良
好
で
あ
る 

と
言
え
ま
す
。 

 

畠
山
先
生
に
は
、
夏
に
、「
勝
ち
飯
」 

に
つ
い
て
の
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
。
自
分
の
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ 

ン
ス
を
引
き
出
す
「
食
事
」
に
つ
い
て 

お
う
ち
の
方
々
と
話
題
に
す
る
機
会
を 

ぜ
ひ
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

先
人
の
言
葉 

～ 

 
 
 
 

ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル 

  

「
目
前
に
せ
ま
っ
た
困
難
や
大
問
題
に
ま 

と
も
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
。 

そ
う
す
れ
ば
そ
の
困
難
や
問
題
は
、
思
っ 

て
い
た
よ
り
ず
っ
と
小
さ
い
こ
と
が
分
か
る 

だ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
そ
こ
で
逃
げ
る
と
、
困
難
は
２ 

倍
の
大
き
さ
に
な
っ
て
あ
と
で
襲
っ
て
く
る 

も
の
だ
。」 

「
凧
が
一
番
高
く
上
が
る
の
は
、
風
に
向 

か
っ
て
い
る
時
で
あ
る
。
追
い
風
の
時
で
は 

な
い
。」 

  

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の 

イ
ギ
リ
ス
首
相
。 

 

公
爵
家
の
血
筋
の
た
め
、
名
門
校
に
入
学 

す
る
も
、
全
教
科
で
最
下
位
と
い
う
落
ち
こ 

ぼ
れ
だ
っ
た
ら
し
い
。
落
ち
こ
ぼ
れ
ク
ラ
ス 

だ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
、
古
典
や
ラ
テ
ン
語 

は
免
除
さ
れ
、
英
語
力
を
鍛
え
ら
れ
た
。 

 

ヒ
ト
ラ
ー
に
融
和
政
策
を
と
っ
て
い
た
チ 

ェ
ン
バ
レ
ン
を
非
難
し
、
対
ド
イ
ツ
強
硬
論 

を
と
っ
て
、
英
国
首
相
に
。
カ
イ
ロ
会
談(

ル 

ー
ズ
ベ
ル
ト
・
蒋
介
石)

、
ヤ
ル
タ
会
議(

ル 

ー
ズ
ベ
ル
ト
・
ス
タ
ー
リ
ン)

な
ど
世
界
史
を 

動
か
し
た
。 

 

文
才
が
あ
り
、「
第
二
次
大
戦
回
顧
録
」
で 

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
得
た
。
政
治
家
で
、
ノ 

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
得
た
人
は
数
人
い
る
が
、 

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
得
た
人
は
彼
し
か
い
な 

い
。 


